
                            

【デジタル社会推進シンポジウム 2008】ご招待案内 

～国際テロ及び重要インフラ侵入の動向と国際協調～ 

 

 
２１世紀は、後世から振り返って「テロの世紀」と呼ばれるかも知

れない程、テロが国家運営、国民生活等に多大な影響を及ぼしつつ
あります。特に先進国でのテロは、一国の運営、国民生活のみなら
ず、他国にまで大変シリアスな影響を及ぼす事が、９．１１で実証
されました。 

この間欧州等ではアルカイーダに影響を受けた者達によるテロの
企みが間欠的に起こっていますし、イラクでは罪の無い庶民がテロ
で毎日の様に殺されています。 

また、欧米では重要インフラに侵入し、制御ラインの管理権を乗っ
取って操作し大停電等を起こし、大金を脅し取っている事件が継続
的に発生しています。 

この侵入技術と能力は、有事にはそのまま一国の社会基盤と経済
活動を壊滅的に破壊出来る大変深刻なサイバーテロに転用出来ます
し、もし重要インフラ・サイバーテロに転用されてしまうとその影
響は他の先進国にも大変深刻な影響を及ぼします。 

最近はバイオ・テロも、その可能性と対策の難しさが大きな問題
になり、日本でも“Exercise”が行われています。 

そこで、先進国の重要インフラに対するテロは、先進国間の緊密な
連携が必要不可欠であるとの国際的認識が広がりつつあります。 

米国では早くからテロ対策に取り組んできましたが、歴史に残る９．
１１テロを実体験した国として、最近開催された“Cyber Storm II”
を始めとして多くの“Exercise”の経験とノウハウをお持ちです。 

この度、米国を代表し国防政策会議議長で日本でも著名なシンクタ
ンクＣＳＩＳのトップでもいらっしゃる Dr. John Hamre 氏からの
キーノート・スピーチを頂くと共に、日本を代表するエキスパート
の方々からご講演と、本格的で有名な恒例のパネルディスカッショ
ンを核として、本年もシンポジウムを開催することといたしました。 

多くの官民の関係者、ジャーナリストの方々をはじめ、広くこの問
題に関心のある一般市民の方々のご参加をお待ちしております。 

                             敬 白 

 

特定非営利活動法人 

セキュアなデジタル社会を推進する会 

会  長    辻井 重男 

     代表理事   須藤  修 
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 【デジタル社会推進シンポジウム 200８】 
     ～国際テロ及び重要インフラ侵入の動向と国際協調～ 
 

主  催  ＮＰＯ セキュアなデジタル社会を推進する会 

後  援   (申請中)総務省、経済産業省、警察庁、国土交通省、防衛省、文部

科学省、厚生労働省、法務省、外務省、金融庁、日本経済新聞社、

毎日新聞社、日刊工業新聞社、アメリカ大使館、東京商工会議所、

(財)日本情報処理開発協会、全国銀行協会、NPO ネットワークリ

スクマネジメント協会、中央大学研究開発機構 他 

協  賛  (依頼中)重要インフラ主要企業 

協  力  インターナショナル・ネットワーク・セキュリティ㈱      

日  時  ２００８年６月２日（月） 

9:30～16:30（受付 8：45 より） 

会  場  国連大学ウ･タントホール（3 階）  

東京都渋谷区神宮前 5-53-70 

定  員  ３００名 

受 講 料  無 料（事前登録制） 

対 象 者  中央省庁関係者、重要インフラ経営幹部及び担当責任者、自治体

関係者、大学・研究機関、情報セキュリティ管理者及びシステム 

 担当者、ジャーナリスト、本テーマに関心のある市民の方々 他 

交  通  JR 渋谷駅より徒歩 8 分、地下鉄表参道駅 B2 出口より徒歩 5 分 

ＵＲＬ：http://www.unu.edu/hq/japanese/access/index.html 

 

申 込 み    ＷＥＢ、又は申込用紙にご記入の上、ＦAX にてお申込みください。 
            WEB ：https://www.insi.co.jp/form20080602.html 

FAX 03-5366-5084（TEL 03-5366-5083） 

ＮＰＯ セキュアなデジタル社会を推進する会 

東京都新宿区新宿 1-16-10 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｾｷｭﾘﾃｨ㈱内 

地    図   
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9:30～940 

ご挨拶  （大臣予定）           

 

9:40～9:50 

ご挨拶            

財団法人 地方自治研究機構会長 
                石原 信雄 

 

9:50～10:50 

基調講演 「テロと国際連携」 

米国防政策会議 議長 兼 CSIS CEO 

John J. Hamre 
10:50～11:00 休  憩 

11:00～11:50

講演 「バイオセキュリティ－アウトブレイクの 
早期発見に向けて－」 

東京慈恵会医科大学 臨床研究開発室室長  浦島 充佳  

12:00～13:10 昼  食 

13:10～13:20

主催者挨拶  

NPO セキュアなデジタル社会を推進する会 会長 

情報セキュリティ大学院大学学長 辻井 重男 

 

13:20～14:20

講演 「 重要インフラ侵入の動向とその対策」 

INSI 代表取締役兼CEO 

NPO セキュアなデジタル社会を推進する会 常務理事 

佐藤 英明 

14:20～14:40 休  憩 

     

 

 

14:40～16:30

 

パネルディスカッション （Q&A を含む） 

「テロ・サイバーテロ対策の動向と国際協調」 

米国防政策会議 議長 兼 CSIS CEO John J. Hamre 

内閣官房  内閣参事官 斉藤 実 

警察庁警備局警備企画課 危機管理企画官 大石 吉彦

（人選依頼中） 防衛省   

東京慈恵会医科大学臨床研究開発室室長 浦島 充佳

日本経済新聞社  論説委員  関口 和一

（コーディネーター）東京大学大学院情報学環教授 須藤 修 

 

        

 

 

  

プログラムは一部変更になることがあります。 ＊本講演は同時通訳で進行致します。

【デジタル社会推進シンポジウム 2008】 
～国際テロ及び重要インフラ侵入の動向と国際協調～ 

200８年 6 月 2 日（月）9：30～16：30 

 

 

須藤氏関口氏 
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【デジタル社会推進シンポジウム 2008】ご招待申込書 
以下の ①WＥＢ もしくは ②FAX にてお申込みください 

 

①  ＷＥＢからのお申し込み 

https://www.insi.co.jp/form20080602.html  

      ＜個人情報保護の観点から、できるだけＷＥＢにてお申込下さい。＞ 

② ＜ご招待申込は ＦＡＸでお申込下さい＞ 
ＮＰＯセキュアなデジタル社会を推進する会 行き FAX ：03-5366-5084 

＊印のついた項目は必須項目です、必ずご記入ください。 

＊ お申込書受領後、速やかにメール又はFAXにて受講票をお送り致します。 

＊ 氏 名 
（ふりがな） 

＊ 会 社 名  

 部 署 名  

 役 職 名  

＊ 住 所 
〒      - 

 

＊ E - Ｍ Ａ Ｉ Ｌ 
 

＊ Ｔ Ｅ Ｌ 
 

 

 
Ｆ Ａ Ｘ 

 

【ご記入頂きました個人情報の取扱に関して以下の取扱を承諾した上で、申し込みます】 

① 個人情報は、シンポジウム等の参加に関する事務手続に使用致します。 

② 今後も当会より、シンポジウム等のご案内連絡に付き、ご承諾頂けますでしょうか。 

              □ 承諾する    □ 承諾しない 

③ 協力の以下企業から依頼があった場合は、貴殿の個人情報を提供する事に御承諾頂けます

でしょうか。      □ 承諾する    □ 承諾しない 

 （提供情報：氏名・会社名・部署名・役職名・住所・E-MAIL・TEL・FAX） 

 （提供方法：電子ファイルを暗号化してメールで提供） 

協力：ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｾｷｭﾘﾃｨ㈱ 

④ 尚ご要望が有れば個人情報の提供はいつでも停止致します。 

⑤ この情報の全部又は一部の取扱いを委託する事は有りません。 

⑥ 個人情報の開示・訂正・削除については、下記事務局までご相談下さい。 

  E-mail: seminar-infosec@insi.co.jp  Tel:03-5366-5083   

https://www.insi.co.jp/form20080602.html

	https://www.insi.co.jp/form20080602.html　

